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1．はじめに 









































に京都で生まれた。そして 1872 年（明治 5
年）、京都の銅鴕小学校へ入学している。しか 
写 1 幼年時代 明治 6 年頃 （注 1 より引用） 
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そして、1879 年（明治 12 年）7 月に共立
学校へ入学して英語や諸科目を学び、９月に
は大学予備門に合格、入学して勉強をした。



































































































































































図 1 ヨーロッパ留学コース（注 1より作成） 
写 3 ドイツ留学時代 明治 21 年 5 月 ライプ


























































































































































































































































































































数に達した。          














朝鮮人は 9 人、清国人は 26 人を数え、その
ほかペルシャ人が 30 人、トルコ人 2 人で、
篤麿の 2度目の世界旅行の訪問地での篤麿に















員を派遣している。図 5は 1900 年（明治 33















• • Ql>ft ,.,It 


























































0 ., .., ... SIIIH"' 






















































































• I I 
,. • 1濃凛u



























































図 6 2回目の世界旅行コース（注 1より作成） 
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1914 年には開学以来の入学生は 3、000 人を
超えた 36。 

















































































て誕生したのである。1901 年（明治 34 年）





















（明治 33 年）12 月に収束すると、すぐ日本
で南京同文書院の公費による新規入学生の募
集をメンバー5 人による全国遊説により始め、
府県費入学生 51名、私費 4名の合計 56名が
入学を希望した 40。入学者は 18歳から 25歳
と年齢差があり、社会経験も多様な学生たち
であった。 













写 6 南京同文書院の学生たち（明治 33年） 
              （注 39より） 
写 7 東亜同文書院開院式・桂墅里校舎（明治 34






























































表 1 ＜学科科目＞ 
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1 地！ 修文字 染因 国国 商上近業 商品制代政 務ッり巳叫9学い
政
観や行動の中に影響が見られることになる。 
 こうして 1890 年（明治 23年）に荒尾が切
り開いた日清貿易研究所、1900 年（明治 33
年）に篤麿が切り開き根津が運営に関わった
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指して―』（2017 年 12 月 10 日、於、立命
館アジア太平洋大学）での講演「東亜同文会
―教育者としての近衞篤麿―」の発表を骨子
とし、そのさい、刊行された同上シンポジウ
ムの掲載原稿を、当センターの本年報にふさ
わしい内容として転載したものである。転載
をお認めいただいた霞山会に謝意を表した
い。 
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